
　11月号では、国保税率の見直しの検討を始めたことをお知
らせしました。今月号では、皆さまからいただいている国保税が
国保会計の中でどのように使われているのか、今年度の当初
予算のグラフをもとに紹介します。
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香南市の国保が負担している
１人あたりの医療費の推移
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　国保が負担している１人あたりの医療費は、平成29年度ま
では約34万円前後で推移していましたが、平成30年度は、約
37万円を超える大幅な伸びとなりました。主な原因は…

●入院件数が増えたこと

●がんなどの疾病件数が増え、１件あたりの高額な医療費が
　増えたこと

●高齢化により被保険者の年齢が上がることで世帯の負担限
　度額が３割から２割に変更になるため、国保の負担分が増
　加したこと

　医療費は、高額な新薬の承認や10月からの消費税改正等も
影響し、今後も増加することが予想されています。
　医療費が増加すると、県全体の医療費が増え、結果的には県
に納付しなければならない国保事業費納付金が増額されま
す。この国保事業費納付金を賄うための必要な財源が国保税
による税収となるため、適切な医療費の支出を行うように努力
していかなければなりません。

■増え続ける医療費

　右の歳出グラフによると、支出の主なものは、保険給付費と
国保事業費納付金で、歳出のほとんどを占めています。
　国保事業費納付金を県に納めると、歳出の７割を占める保
険給付費のほとんどが賄えるように、歳入グラフにある普通交
付金が県から交付されます。歳出の残りは、職員の人件費や
事務費、特定健診にかかる保健事業費などであり、この支出に
対しては、歳入グラフにある一般会計からの繰入金や県から
の特別交付金が使われています。
　ただし、必要な歳出額がこれらの普通交付金や特別交付
金、一般会計からの繰入金で賄えない場合は不足分が生じま
す。この不足分と歳出の４分の１を占める国保事業費納付金
を国保税で賄うことになります。
　歳出の７割を占める保険給付費の内訳のほとんどが医療
費（療養給付費と高額療養費等）であり、被保険者の医療費を
国保会計で負担している部分になります。歳出額にしますと、
令和元年度当初予算額で約35億円となっています。

■国保会計の仕組み
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次号では、医療費の適正化
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をお知らせします。
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７/11
手結山まちづくり
自治会 13人

８/４
つきみ野・宮の瀬地区
まちづくり自治会 13人

８/23
北部地区まちづくり
自治会 16人

10/１
夜須町まちづくり
協議会 20人

■令和元年度「ふらっと座談会」開催報告および参加者数

18 ２０１９.１２19２０１９.１２


